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自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

礼儀を正しくし ､るおいの…ちをつく"寒しよう｡鐸
きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。 6
吋

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。
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認

制
施
行
四
○

1

式
典
の
中
で
大
久
保
市
長
は
、
「
市

制
四
○
周
年
の
意
義
は
、
過
去
の
歩
み

を
顧
み
な
が
ら
、
来
る
べ
き
次
の
世
代

に
今
日
ま
で
の
歩
み
を
ど
う
生
か
し
て

い
く
か
に
あ
る
と
思
う
」
と
話
し
、
「
恵

ま
れ
た
自
然
の
中
で
う
る
お
い
と
や
す

ら
ぎ
に
満
ち
た
高
萩
ら
し
い
個
性
豊
か

な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
力
強
く
前
進

し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

新
た
な
発
展
へ
向
け
た
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た

｜
｜
月
二
二
日
（
火
）
、
文
化
会
館
で
市
制
施
行
四
○
周
年
記
念
式
典
が
開

か
れ
ま
し
た
。
七
○
○
人
を
越
え
る
出
席
者
で
い
っ
ぱ
い
の
会
場
か
ら
は
、

周
年

鳶

霧鍛爽-,風r きき慧・:､身
t 壷J鍔,ノ
〆jr d雪吋 d

弓ｰ

；

港
鈴
醤
愈

p霞

毎蕊蕊蕊蕊
▲
す一つ

記
念
式
典

記
念
す
べ
き
四
○
周
年
の
式
典
の
幕

賞
し
た
長
坂
陽
平
さ
ん
（
松
岡
小

た
か
ゆ
き

年
）
と
根
本
貴
通
さ
ん
（
松
岡
中

年
）
が
作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

と
し
て
二
九
二
の
個
人
及
び
団
体
の
み

な
さ
ん
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
将
来
の
ぼ
く
た
ち
の
ま
ち
、

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
一
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
を
受

れ
、
同
仁
東
保
育
園
の
鼓
笛
隊
と
津
軽

お
た
ふ
く

二
味
線
「
音
多
福
」
の

最
後
に
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ

続
い
て
市
政
各
般
に
わ
た
る
功
労

槙
奏
が
あ
り
、

#鱗灘蕊

を
挙
行

が 者
一一

ノ、

アトラクションで演奏する同仁東

↓保育園鼓笛隊の子どもたち
、 「

将
来
の
ぼ
く
た
ち
の
ま
ち
わ
た
‐

し
た
ち
の
ま
ち
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
二
人
は
、

「
自
然
を
大
切
に
し
た
ま
ち
に
し
た

い
」
と
発
表
。

長坂さん(上)と根本さん(下）

識

■
目



|おめでとうござい宝域〃ざらにご活躍毎J蝿I

を受賞されたみなさん
ｊ
癖
雰
蒙
毒
謬
い
ば
い
ば
い
ば
睦
暇
一
ほ
ほ
医
》
一
に
降
阻
旧
潅
ｒ
蕊
臣

醐
■
地
方
自
治

と
う
た

お
や
ま

晴
鈴
木
藤
太
小
田
木
真
一
鈴
木
好
之
小
山
政
男

や
す
ま
さ

部
近
藤
孝
一
佐
川
安
應
根
本
榮
鈴
木
一
二
飯
田

か
つ
お

郎
邦
昭
篠
原
新
一
郎
寺
岡
七
郎
大
部
勝
央
矢
代

麩
洋
一
二
郷
土
行
男
渡
邉
賢
太
郎
鈴
木
本
成
平
正

も
と
し
げ

よ
し
き

石
三
中
井
盛
雄
舟
生
佳
紀
明
智
健
一
下
山
田
一

よ
し
や
す

ま
さ
ぶ
み

郎
安
村
實
熊
坂
吉
惠
矢
代
正
史
佐
川
誠
太
郎

い
ち
え

鈴
木
一
慧
棚
谷
寛
作
山
榮
一
鈴
木
榮
佐
藤
敏

よ
し
ひ
で

雄
安
島
松
夫
鈴
木
清
原
口
良
英
今
橋
昌
雄

小
野
務
佐
川
元
佐
川
健
一
佐
川
勝
次
鈴
木
忍

か
つ

ゆ
き
た
け

鈴
木
勝
鈴
木
嘉
衛
門
渡
邉
久
北
條
千
丈
齋
藤

捨
佐
藤
寛
小
松
幸
喜
加
藤
博
鈴
木
百
合
子

ふ
ん
ｈ
，
ゆ
う

益
子
泰
治
吉
川
文
隆
佐
藤
隆
一
中
野
勇
黒
澤

し
げ
い
ち

重
一
小
池
正
人
柴
田
宗
次
大
森
キ
ク
寺
島
正

男
小
林
慢
二
郎
鈴
木
幸
内
沼
田
克
道
宇
佐
美

忠
川
野
鐵
男
宮
本
勇

■
民
生
・
衛
生

は
じ
め

か
つ
二

小
豆
畑
隆
樫
村
甫
石
井
正
子
鈴
木
一
子
有
賀

多
喜
子
浦
井
利
雄
米
倉
治
郎
石
安
太
郎
若
松

政
次
樋
渡
喜
一
佐
藤
一
夫
村
田
猛
川
松
愛
子さだ

矢
代
利
男
花
園
教
之
眞
鍋
博
椎
名
修
大
都
貞

き喜
今
川
清
郡
司
寅
松
石
川
嘉
市
落
合
政
雄ご
し
ま

相
川
武
渡
邉
甲
吉
大
部
秀
彦
大
高
博
治
五
島

マ
サ
キ
杉
本
さ
だ
子
柴
田
ふ
さ
子

■
産
業
振
興

作
山
義
二
鈴
木
保
豊
田
満
雄
小
野
博
黒
澤
正

ま
二
と

明
柴
田
豊
吉
佐
川
順
一
郎
大
和
田
信
神
代
平

二
壱
フ

豊
田
恒
石
川
明
鈴
木
次
男
細
金
秀
隆
潮
田
政

や
す
し
と
よ
た
と
し
み

文
齋
藤
勝
美
神
長
良
道
大
高
裕
司
豊
田
稔
美

沼
田
敏
雄
矢
代
清
次
郎
田
所
幸
男
鈴
木
政
昭

た
つ
ぞ
う

か
い
す
け

沼
野
辰
三
細
金
新
一
渡
邊
介
田
那
辺
澄
江

ー

■
教
育
・
文
化
・
体
育

し
ら
シ
］

飯
島
友
雄
内
田
雄
啓
白
土
二
三
子
立
花
隆
成

宍
戸
昭
夫
滝
宗
章
鈴
木
美
佐
子
沼
田
和
教
若

あ
き
ら

松
健
一
平
澤
ア
ャ
大
高
諒
深
谷
明
子
三
木
き
よ

高
史
鈴
木
朝
夫
中
村
五
郎
山
口
猛
大
内
喜
代

じ

ゆ
た
か

司
長
久
保
正
次
落
合
裕
北
畠
暢
男
佐
々
満

八
巻
恒
男
柴
田
光
次
郎
樋
渡
文
子
山
口
安
一

村
山
欣
根
本
風
松
本
基
柴
田
香
臼
井
進
時

せ
ん
が
い

崎
一
柴
田
菫
佐
原
美
知
子
佐
川
情
崖
下
山
田

し
ょ
管
７
』
う

か
く
ほ
う

昌
右
鈴
木
赫
鳳
船
田
慶
市
郎
神
長
瑞
雲
荒
井

豊
流
針
生
進
大
崎
宥
一
吉
田
好
毅

田
村
實
荒
井
清
塚
本
宗
三
郎
コ
ス
モ
生
産
組
合

高
萩
市
青
年
林
友
会

「
１
１
川
１
１
１
咽
ｆ
Ｉ
ｉ
ｆ
Ⅱ
１
１
１
判
１
１
１

Ｆ
感
謝
機

さ
と
る

和
田
和
吉
川
多
喜
子
樫
村
幸
一
鈴
木
康
夫
作

山
里
美
沼
野
新
弥
諸
原
産
婦
人
科
医
院
石
医
院

高
萩
そ
れ
い
ゆ
病
院
医
療
法
人
博
順
会
高
萩
病
院

医
療
法
人
愛
正
会
高
萩
温
泉
病
院
茨
城
県
厚
生
農
業

協
同
組
合
連
合
会
高
萩
協
同
病
院
横
川
婦
人
消
防
ク

ラ
ブ
下
君
田
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
上
君
田
婦
人
消
防

ク
ラ
ブ
若
栗
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
中
戸
川
婦
人
消
防

ク
ラ
ブ
大
能
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
高
萩
炭
礦
㈱

■
治
安
・
防
災

た
け
じ

て
る

穂
積
政
次
沼
田
浩
鈴
木
健
二
藤
枝
仁
岩
間
輝

の
ぶ亘
伊
藤
忠
平
時
崎
磐
雄
弓
野
義
治
田
那
辺
義

浩
柴
田
正
雄
國
井
満
塚
原
春
夫
大
平
尚
武

下
山
田
義
昭
本
多
冨
次
男
鈴
木
幸
市
廣
木
浩
二

た
か
よ
し

藤
田
一
夫
鈴
木
隆
利
松
本
勝
蔵
大
部
享
克
鈴

木
昭
司
大
越
猛
齋
藤
榮
治
照
山
昭
一
安
東
信

秋

I

一
句
）

高
萩
炭
礦
㈱
茨
城
支
社
常
磐
興
産
㈱
日
本
加
工
製

紙
㈱
高
萩
工
場
細
金
英
男
加
藤
馨
鈴
木
良
三

山
崎
猛
城
戸
夏
男
田
所
徳
雄
佐
々
木
成
三
安

藤
啓
次
所
貞
之
介
瀬
戸
房
子
宇
佐
美
幸
子
田

中
陽
子
梅
原
玲
子
柏
義
夫
田
中
鑛
一
郎
寺
崎

俊
夫
高
萩
市
国
際
交
流
協
会
高
萩
市
文
化
交
流
会

下
君
田
さ
さ
ら
保
存
会
丹
生
さ
さ
ら
保
存
会
高
萩

市
母
子
寡
婦
福
祉
会
日
赤
茨
城
県
支
部
高
萩
市
地
区

地
域
奉
仕
団
高
萩
地
区
更
生
保
護
婦
人
会
高
萩
市

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
連
絡
協
議
会
高
萩
市
建
設
業
協

力
会
高
萩
市
指
定
管
工
事
協
同
組
合
高
萩
市
建
築

組
合
高
萩
市
体
育
協
会
高
萩
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

高
萩
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
高
萩
市
文
化
協
会

高
萩
市
高
校
生
会
高
萩
市
青
少
年
相
談
員
協
議
会

た
か
は
ぎ
入
浴
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
高
萩
点
訳
友
の

会
高
萩
手
話
サ
ー
ク
ル
た
か
は
ぎ
食
事
サ
ー
ビ
ス

グ
ル
ー
・
フ
た
か
は
ぎ
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
・
フ
高
萩

地
区
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
高
萩
支
部
高
萩
市
防

犯
連
絡
員
協
議
会
松
久
保
及
び
手
綱
工
業
団
地
経
営

協
会
国
際
電
信
電
話
㈱
茨
城
衛
星
通
信
所
㈱
高
萩

青
年
会
議
所
高
萩
市
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
高
萩

献
血
連
合
会
茨
城
県
畳
高
等
職
業
訓
練
校
た
つ
ご

子
供
会
石
滝
老
人
ク
ラ
ブ
島
名
朝
日
子
供
会
㈱

イ
ト
ー
ョ
ー
カ
堂
高
萩
店

■
地
方
自
治
（
職
員
）

棚
谷
壽
夫
佐
藤
け
い
子
谷
田
部
喜
代
高
橋
和
代

大
高
渉
作
山
南
雄
伊
藤
平
樹
神
永
喜
美
子
小

泉
米
三
藤
田
泰
治
豊
田
周
子
佐
藤
國
夫
松
本

三
郎
星
幸
一
下
山
田
正
弘
青
山
治
郎
伊
藤
實

子
齋
藤
博
豊
田
信
二
泉
紘
三
渡
邊
壽
一
鈴

木
俊
光
相
良
光
男
大
高
重
行
大
部
義
雄
鈴
木

ひ
ち
た
だ

大
尹
豊
田
雅
光

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

3



＝自然とともに生きる＝

新鮮さや品質､新商品に挑戦
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鍔

去
年
は
冷
害
で
だ
め
で
し
た

が
、
今
年
は
、
天
候
に
恵
ま
れ

た
の
と
、
自
分
の
栽
培
方
法
や

考
え
が
天
候
に
マ
ッ
チ
し
た
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。
米
の
他
に

し
い

そ
し
試
験
培
中
ワ
サ
ビ
も

み
な
ん
の

に
お

審
査
講
評
。
：
す
べ
て
粒
の
張
り
は
申
し

分
な
し
。
し
か
し
、
真
夏
の
熱
帯
夜
や

収
穫
時
期
の
雨
な
ど
に
よ
り
白
っ
ぽ
い

粒
も
混
じ
っ
て
い
る
の
も
あ
り
ま
し
た

が
、
入
賞
の
玄
米
は
、
ど
れ
も
よ
く
調

整
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

画防火を呼びかけたロ
一日消防長の鈴木さん雲悪:j

I
I

生産者の
たかよし

大部享克さん

（大能）

主穀・雑穀の部で最優秀賞の
玄米

’ ，

審
査
講
評
…
パ
ン
ジ
ー
や
葉
ボ
タ
ン
な

ど
の
花
嬉
一
苗
も
本
格
的
な
生
産
に
は

｜
パ
ン
ジ
ー

こ
の
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
と
、
今

年
、
市
場
の
出
荷
値
が
他
の
パ
ン
ジ
ー

と
比
べ
て
と
て
も
高
か
っ
た
こ
と
で
自

き
た

信
が
つ
き
ま
し
た
。
皿
孤
フ
ロ
ー
ラ
研

究
会
に
入
っ
て
お
り
、
栽
培
方
法
な
ど

を
相
談
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
も
品
質
の

〆
良
さ
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
っ
て
一
一
一
年
目
を
迎
え
、
生
産
量
も

年
々
伸
び
て
い
ま
す
。
品
質
も
向
上
し

て
お
り
、
今
後
は
露
地
野
菜
に
変
わ
る

も
の
と
し
て
、
伸
び
て
い
き
そ
う
で
す
（

‘ :大久保市長と鈴木さん
戦:; ; ､ ;-*． .;､受､ ． . . : ､ ． : ､

》．｡Fに日ごろ』がら心jがけて［
､ﾐ、 、 ： ミミ ､､、 。“ ’ 二 、、 、” ”;。 ． 増、 唇. ： 、 、 ‐. ．

I火災患防ぎまLょ｡;う｡｡｣;と、

秋の火災予防運動初日の
. :§､． 、 ． : ． 、､ ： ” ． 、 “‐ ． 、 ” ， ‘‘ " ： ． " ,

11月9日蝋､:壹日消防
艶>, ， 鳴t 鷲 ' , ､亀､ , ' 普

長の鈴木知美さんⅡ(北茨

城市: ､;6㈱山之内製薬高萩
､､｡』 、ミ 、 、 i； ・

工場勤務）は､市内の17

事業所のみなさんといつ

し』よに､■ i肖防パレード
に参加しました。 また、

ー

栽培技術の研究と

努力が実る

産業祭の農産物共進会には、野菜や果物なと÷ 201点の

応募があり、審査の結果4点が最優秀賞に決まりました。

今年の夏の天候は、昨年とは違って高温で多湿、雨が

少なく、米は例年にない豊作でしたが、夏の野菜類は干

ばつの被害を受けました。秋の野菜類である白菜や大根

などは、 9月中旬からの高温や大雨で病気や害虫の被害

を受け、農家のみなさんは頭を痛めたことでしょう。こ

のような気象条件のなかでも出品された生産品は、 どれ

もすばらしいものでした。

ここでは、最優秀賞品の生産者のみなさんと、その各

部門の審査講評を紹介します。

各事業所の消防用設備の

管理状況などの検査に立

ちあったり、街頭に立っ

て防火を呼びかけました。

「一街頭でのPR

L-11月20B(日)の表彰式から

が
多
く
、
今
後
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
る
商
品
の
一
つ
で
す
。

ー

7つの火の用心

｜

’
①寝たばこやたばこの投

げ捨てはしない。

②子どもには､マッチや

ライターで遊ばせない。

③風の強い時はたき火を

しない。

④天ぷらを揚げるときは、

その場を離れない。

⑤家の周りに燃えやすい

ものをおかない。

③ふろの空だきをしない。

のストーブには、燃えや

: lすいものを近づけない。
． ． 、 ､ ､ ： ． 、 ．'

＊高萩市§十王町事務組

Ⅱ含消防木部公22-2258

蝿

審
査
講
評
…
し
い
た
け
は
、
鮮
度
や
水

分
、
か
さ
の
開
き
に
重
点
を
お
き
審
査

し
ま
し
た
。
高
萩
市
は
、
県
内
で
も
生

産
技
術
の
レ
ベ
ル
が
高
く
良
い
産
品
で

あ
り
、
今
後
、
輸
入
品
と
の
競
争
激
化

や
産
地
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
、

ポ
イ
ン
ト
は
、
温

度
や
湿
度
、
風
通
し
の
良
さ
と

経
験
で
す
ね
。
し
い
た
け
の
肉

の
厚
さ
は
、
自
慢
で
も
あ
り
、

血
圧
な
ど
に
良
い
と
い
わ
れ
る

健
康
食
品
を
み
な
さ
ん
に
食
べ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
Ｃ

*林産物の部で最優秀賞
生し いたけ
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日展入選
せんがい

佐川情崖さん

（書道家・高萩）灘

二
三
歳
で
日
展
初
入
選
以
来
、
二
一
回
の

て
ん
れ
い

入
選
を
続
け
て
い
る
佐
川
さ
ん
。
蒙
隷
の
構

築
性
の
あ
る
も
の
を
中
心
に
発
表
し
て
い
ま

す
が
「
今
回
は
題
材
を
考
え
る
の
に
二
ケ
月

か
か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
作
品
に
つ
い
て

は
「
自
分
の
も
の
は
失
敗
ば
か
り
目
に
つ
き

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
感
想
を
聞
き
た
い

＃
§
’
’

難

で
す
ね
」
と
佐
川
さ
ん
。

日
展
に
つ
い
て
は
、

「
書
道
を
志
し
て
い
る

者
と
し
て
最
高
の
場
所
。

高
校
野
球
で
い
え
ば
甲

子
園
の
よ
う
な
も
の
。

常
連
は
あ
り
え
な
い
世

界
」
と
そ
の
厳
し
さ
を

貢
只
語
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、

園
大
き
な
目
標
に
向
か
つ

▲
て
絶
え
る
こ
と
の
な
い

努
力
を
続
け
て
い
る
佐

川
さ
ん
で
す
。

』

§

撫零"…

鶴…
鶴謎頬

』
戸
圭
子
崔
眉
昭
当
副

か
鯵
く
ほ
う

鈴
木
赫
鳳
さ
ん

と
苦
「
日

め
て

ろ
」
ん
の
挑
戦
ま
だ

ま
す 今

回
で
一
四
回
目
の
入
賞
を
果
た
し
た
作
品
は
「
森

う
た

の
詩
」
。
森
の
妖
精
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
つ
く
っ
た

と
い
う
作
品
は
、
深
い
緑
色
に
染
め
上
げ
ら
れ
た
逸
品

で
す
。
「
今
、
世
界
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
緑
に
代

表
さ
れ
る
自
然
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
自
然
の
姿
を
こ

の
作
品
に
託
し
て
、
緑
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
み
な
さ
ん
に

伝
え
た
か
っ
た
」
と
下
山
田
さ
ん
。

「
今
回
の
作
品
に
は
四
ケ
月
か
か
り
ま
し
た
。
意
識
し

て
い
な
い
と
こ
ろ
で
形
が
で
き
た
と
い
う
感
じ
。
と
に

か
く
出
品
で
き
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
」 ；

霧
露
醗
鍛
虚
遼
溌
恐
感
電
駁
謬
確
稲
懸
郵
厳

織
羅
熟
窓
息
割
り
？
珍
溌
曾
過
ギ

日
展
に
五
回
目
の
入
選
を
果
た
し
た
鈴

木
さ
ん
は
、
行
草
体
が
好
き
で
数
多
く
発

表
し
て
い
ま
す
。
「
展
覧
会
の
入
選
が
目
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
選
す
る
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
考
え
な
が
ら
書
く

こ
と
が
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
書
道
は

精
神
統
一
が
大
事
で
す
が
、
気
合
い
を
入
れ

て
耆
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
楽

し
く
字
を
言
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
も
う
少
し
年
を
取
っ
て
か
ら
で
し

ょ
う
ね
」
と
明
る
い
笑
顔
で
話
す
鈴
木
さ

さ

ん
・
こ
れ
か
ら
の
筆
の
冴
え
が
楽
し
み
で
す

塞
隠
婦
瑚
ノ

諏

然
､萱 ぎ

しよｰノ ーノ

下| | |円昌有さん

（陶芸家・下手綱
うた

｢森の詩」 し

ー

幸牟幸 牟牟国土緑化運動･育樹ボスター原画コンクール

<準特選〉 賞
そやゆうすけ 笹

征矢祐輔さん：
(松岡小3年）つ

た
け
ど
、
で
き
た

賞
を
も
ら
っ
て
も

緑
化
運
動
を
進
め
る
ボ
ス
タ
ー
の
原
画
の
コ
ン
ク
ー
ル

が
行
わ
れ
、
市
内
か
ら
応
募
し
た
作
品
が
小
学
校
の
部
で

特
選
と
準
特
選
に
入
賞
し
ま
し
た
。

特
選
の
作
品
は
、
こ
れ
か
ら
全
日
本
の
審
査
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
休
み
に
お
姉
さ
ん
が
絵
が
好
き
で
描
い
て
い

る
の
を
見
て
、
私
も
負
け
ず
に
が
ん
ば
っ
て
描
き
ま
し
た

絵
は
、
女
の
子
が
木
を
大
切
に
育
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

な
る
べ
く
緑
も
多
く
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
女
の
子
を

描
い
て
い
る
と
き
は
何
度
も
塗
り
替
え
ま
し
た
。
県
の
コ

ン
ク
ー
ル
の
特
選
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

太
い
木
に
枝
が
た
く
さ
ん
伸
び
て
い
る
様
子
を
描
き
ま

し
た
。
木
の
表
面
を
う
ま
く
描
こ
う
と
、
絵
の
具
の
他
に

ク
レ
ヨ
ン
も
使
い
ま
し
た
。
描
い
て
い
る
と
き
は
つ
か
れ

〈特選〉

玉井はるなさん

（東小6年）

と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、

っ
と
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
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茨城県功労団体表彰

高萩地区交通安全母の会連合会

事の賞さ り実にで域さ市
故結はんま践行立のれ 、連

灘会萩翻ぞ蝿i註倉
;靖山黙鶏騨腓
諦：'煽暫剰蝉調
;畷琴鰡能餅而市
のもの回ヤ賞は継通ンで北
た交活のスとそ続学 、組茨
め通勤受子なの的路地織城

厚生大臣

ご
ざ
い
ま
す

長
い
時
間
を
か
け
て
地
域
活
動
を
続
け
て

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
か
ら
だ
が
続
く
限
り

援
護
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
新
た
な
意
気
込
み
を
話
す
落
合
さ
ん
で
し
た
。

う
と
、
今
生
き
て
い
る
自
分
に
課
せ
ら
れ
た
仕

に
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

ｑ
産
業
祭
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

参

日本公衆衛生協会会長表彰飯…ん鰯鱗
考
え
て
い
ま
す

で
開
か
れ
た
第

会
で
日
本
公
衆

し
た
飯
島
さ
ん

に
取
り
組
む
と

「
へ
き
地
医
療
に
つ
い
て
は
、
多
賀
医

師
会
長
を
し
て
い
た
と
き
に
県
か
ら
相
談

を
受
け
て
以
来
、
長
く
か
か
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
へ
き
地
医
療
は
、
地
域
的
な
特
性

活
動
し
て
き
ま

を
考
え
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と

民
の
健
康
管
理
と
健
康
増
准

ー

」
と
飯
島
さ
ん
。
新
潟
県

二
七
回
全
国
保
健
衛
生
大

衛
生
協
会
会
長
賞
を
受
賞

は
、
長
い
間
へ
き
地
医
療

と
も
に
、
市
医
と
し
て
市

し
た
。税の標語6作文コンクール入賞者1

、

の
鍔
Ｗ
れ

一
に
積
極
的
に税

関
東
信
越
国
税
局
長
賞
佳
作
（
敬
称
略
）

納
税
で
守
る
環
境
子
の
笑
顔

小
林
有
希
（
高
萩
中
三
年
）

茨
城
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

考
え
よ
う
税
の
仕
組
み
と
使
い
み
ち

中
川
祐
貴
萩
山
中
一
年
）

高
萩
市
長
賞

生
き
て
ま
す
輝
く
ま
ち
に
あ
な
た
の
税

松
井
亜
里
沙
（
高
萩
中
三
年
）

国
税
モ
ニ
タ
！
賞

税
金
は
明
日
の
社
会
の
設
計
士

小
室
昌
子
（
松
岡
中
二
年
）

日
立
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

僕
た
ち
の
く
ら
し
に
役
立
つ
み
ん
な
の
税

岩
間
準
一
（
高
萩
中
一
年
）

み
ん
な
の
未
来
さ
さ
え
る
納
税

舟
生
望
美
（
松
岡
中
一
年
）

高
齢
化
社
会
に
備
え
る
消
費
税

鈴
木
大
悟
（
君
田
中
一
年
）

日
立
税
務
署
長
賞

僕
た
ち
も
参
加
し
て
い
る
消
費
税

金
成
国
雄
（
高
萩
中
一
年
）

ー

び

崩

及
日７

一
口
月

組
彰
荊

罐
識
》

税
労
榊

納
功
諏

良
税
賞

優
納
輕

優
良
納
税
貯
蓄
組
合
表
彰

※
（
）
は
組
合
長

新
銀
座
街
（
大
和
田
朝
夫
大
和
町
）
”

主
婦
（
鈴
木
百
合
子
安
良
川
）
台

高
萩
中
（
柴
田
進
高
萩
）
白
菊

（
石
塚
徳
二
束
本
町
）
横
町
（
鈴

木
光
二
安
良
川
）
島
名
一
（
磯
野

秀
敏
島
名
）
北
方
下
（
沼
田
浩

高
萩
）
北
方
下
西
一
（
沼
田
剛
秋
崖

山
）
北
城
東
（
大
高
貞
夫
高
戸
）

大
工
町
（
茂
又
成
徳
上
手
綱
〉
行

人
塚
中
（
大
森
一
郎
高
戸
）
鳥
曾

根
（
大
部
陽
一
中
戸
川
）
下
君
田
一

大
牧
場
（
稲
見
喜
昭
下
君
田
）
大
一

能
（
佐
川
健
一
大
能
）
安
良
川
団
Ｅ

地
（
石
橋
勝
安
良
川
）

能
（
佐
川
健
一
大
能
）
安
良
川
団

地
（
石
橋
勝
安
良
川
）

納
税
功
労
者
表
彰

有
賀
正
文
（
本
町
）
安
斎
昌
子
（
大

和
町
）
柴
田
み
つ
枝
（
有
明
町
）
斉

藤
操
（
安
良
川
）
佐
藤
順
（
安
良
川
）

柴
田
豊
吉
（
石
滝
）
大
高
慶
道
（
高

戸
）
作
山
行
男
（
上
手
綱
）
藤
田
廣

吉
（
上
君
田
）
飯
田
義
雄
（
秋
山
）
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ロ

ロ

ロ

ーー大丈夫？ロ瀞
一

云

このコーナーでは、各施設の

利用にあたって寄せられた質

問や疑問を紹介します。きっ

と､みなさんも同じ疑問を持っ

ていたのではありませんか？

慰
鶏

到
魚
郷
測
剛
斑
潮
魂
訓

I

き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
集
積
所

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
Ⅱ
Ⅱ
日
Ⅱ

そ
う
な
の
。

Ａ
，
市
役
所
財
政
課
が
受
付
窓
口
に
な
っ
て

ｊ

い
ま
す
の
で
、
使
用
日
前
ま
で
に
申
請
書

用

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
必
ず
事

Ｉ兼の
前
に
利
用
で
き
る
か
ど
う
か
電
話
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

タン
Ｑ
，
ど
ん
な
部
屋
が
使
え
ま
す
か
。
ま
た
、

セ
利
用
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

民
す
か
．

肺
Ａ
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
三
階
建
て
に
て
な

っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
に
会
議
室
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
部
屋
で
は
打
ち
合

わ
せ
や
会
議
、
趣
味
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
場

所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

会
絵
や
写
真
の
展
示
会
な
ど
で
数
日
間
利
用

一
癖
翔
湖
西
一
毛
訴
刈
岬

酔
ｒた
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

一
和
用
嶬
舞
い
雑
揮
蝦
年
稚
糾
岬
唖
い
奔
邦
Ⅷ

財
政
課
内
線
三
○
二

・
一タ

市
民
セ
ン
タ
ー
公
二
二
’
五
六
八
三

』
、
／

《
セ

《
鵠
民

唇
市▲

＝

Q

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

市
民
セ
ン
タ
ー
を
使
い
た
い
の
で
す
が
、 霧

.ｰ

一
○
月
号
か
ら
は
、
ゴ
ミ
の
シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
「
こ
ん
な
こ
と
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
が

●
●
●

あ
り
ま
し
た
ら
秘
書
課
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
ａ
二
三
’
二
一
一
一
内
線
二
五
二

蕊識蕊迩 函創
燕剣住宅公社･建設課し

f燕溌盟職弘f蕊迂造Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
！
Ⅱ
０
１
１
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｈ
ｌ
Ⅱ
■

まちと人と自然のハーモニーが視点

ゆとりのある住まいづくりをめざす…住宅の建設

民営借家17.9%、公営住宅7.3%、

給与住宅4．6％、その他0.2%と

なっています。このうち、持家率

は昭和40年の54.8％から徐々に上

昇し、県内平均の72.4％に近づい

ています。これは、住宅公社によ

る萩ケ丘住宅団地や小島住宅団地

などの分讓の他、民間による石滝

団地や向洋台団地などの住宅開発

が進められた結果、持家率が伸び

たものと思われます。

市では、 さらに豊かな環境を生

かした良好な宅地を供給するため、

上手綱地区に651戸の住宅団地の

造成を進めています。これは、赤

浜地区に計画している工業団地で

働くみなさんにとっても 「職・

住」接近の新しいライフスタイル

を楽しむ住宅地となることと期待

しています。

住宅は生活の基盤

ライフスタイルが、仕事中心か

ら生活重視へとかわりつつある今、

住宅は豊かでゆとりある生活を送

る上での最も重要な要素となって

きています。毎日の生活の中で、

住宅は家族がくつろぎ今日の疲れ

をいやし、明日への活力をつくる

場所でもあります。かつては西欧

諸国から「ウサギ小屋」 と呼ばれ

た住宅も、時代とともに質、快適

さの面で次第に改善されてきてい

るのではないでしょうか。

一

▲新しくなった花貫市営住宅

戸の市営住宅があります。一部で

は老朽化が進んでいるため、計画

的に建て替え事業を進めています<

今年新築した花貫住宅は、鉄筋コ

ンクリート5階建（一部3階建）

で、清潔感のある白をベースとし、

海と空との調和のとれた建物です‘

内部は3DK (一部2DK)の間

取りで、光を多く取り入れた明る

い室内となっています。 また、高

齢者の生活に配盧したつく りと

なっているところが特徴です。

◇

このように、宅地・住宅対策に

ついては、周辺環境に十分配慮し、

新時代を展望しながら個性的な生

活空間が創出できるように進めて

います。

新しい住宅団地の計画

平成2年の国勢調査によると、

市内の世帯数は10,617世帯で、住

宅種類別の比率では持家70.0%,

整備が進む市営住宅

一方、市では住宅に困っ

ているみなさんのために、

現在市内には8か所、 736

q上手綱住宅団地の計画図

8
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古
代
人
の
生
活
を
言
伝
え
る
文
化
財
⑧
蕊
謂
覇
瀧

ｌ
赤
浜
一
号
墳
・
琵
琶
墓
古
墳
ｌ

び
わ
ば
か

赤
浜
一
号
墳
と
琵
琶
墓
古
墳
は
、
ど
ち
ら
も
高
戸

か
ら
赤
浜
の
海
岸
に
沿
う
台
地
に
あ
り
ま
す
。
現
在

こ
の
あ
た
り
に
は
工
業
団
地
が
造
成
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
も
と
も
と
高
萩
地
方
で
最
も
古
墳
の
密
集
す
る

と
こ
ろ
で
、
大
正
初
期
に
は
数
十
ほ
ど
の
古
墳
が

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

赤
浜
一
号
墳
は
、
工
業
団
地
敷
地
内
に
あ
り
ま
す

工
業
団
地
敷
地
内
に
あ
り
ま
す

あなたのゴミ は、 －
ゴミの集積所は、市内に758か所あ

ります。その集積所は、公園やみなさ

んの家の近くにあり、道路に面してい

て、多くの人が通行するところに設置

されているのがほとんどです。にもか

かわらず、汚れていたり、いやなにお

いがしている集積所が見受けられます

環境を悪くしておくと、 ますますゴミ

で汚れてしまいます。

そこで、いつもきれいな上手綱の石

舟団地の集積所を紹介します。

の
が
、
昭
和
四
五
年
の
古

場
墳
群
発
掘
調
査
の
際
に

紅
保
存
が
決
｛
疋
さ
れ
、
測

需
量
調
査
の
み
が
行
わ
れ

製
ま
し
た
。
全
長
約
二
三

内之
ｊ
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円

仙
郵
墳
で
、
後
円
部
よ
り
前

墳
り
方
部
の
発
達
し
た
形
に

口
舌
唾
な
っ
て
い
ま
す
。
埴
輪
は
に
わ

燕
岫
は
出
土
し
て
い
ま
せ
ん

▲
敷
琵
琶
墓
古
墳
は
全
長

四
三
メ
ー
ト
ル
の
高
萩
地
方
最
大
の
前
方
後
円
墳
で

自
然
の
地
形
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
周

り
は
耕
作
の
た
め
一
部
損
傷
を
受
け
て
い
ま
す
。
墳

丘
の
周
囲
に
は
円
筒
埴
輪
を
め
ぐ
ら
し
て
お
り
、
人

物
埴
輪
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
規
模
の
点
か
ら
見
て

も
、
赤
浜
古
墳
群
の
中
心
的
位
置
を
占
め
る
古
墳
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

ど
ち
ら
の
古
墳
も
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
の
初
め
に

か
け
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
二
年
一
一
月
八
日
に
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

謀

－週間交替で、清掃します。

－_|童手綱の石舟団地のみなさんの話一

右から坂本満江さん、風間明子さん

風間陽子ちゃん、小沢利香子さん ー

▲

昭和45年に発掘調

査が行われた赤浜

四号墳から出土し
すえ き

た須恵器（左） と
はじ き

土師器（右）

／

国民年金

（基礎年金）が

引き上げられまし

一

ゴミ収集の日は、収集された後、団

地内にある3か所の集積所を、必ずほ

うきではきます。夏は、水を流してに

おいをとります。これは、一週間交替一
で行なわれ、ほうきとちり取りを次の

家へ順番に回しています。

また、犬や猫にゴミがかかられない

ように、ゴミの上に網をかけることも

大切です。これらのちょっとしたこと

で、集積所はいつもきれいになってい

ます。汚れたままにしておけば、逆に

ゴミを'1平ぶことになってしまいますし、

みんなが通る道ですから、気持ちよく

しておきたいですよね。

＊集積所をきれいに使う一口メモ＊
よい

◎ゴミの宵出しはやめてください。犬

や猫に破られたりして、周辺が汚れて

しまいます。

◎ゴミの水分をよく切って出すと、嫌

なにおいの水などが、周辺にこぼれる

ことがなくなります。

◎通勤途中などに、他の集積所にゴミ

を出さないで、決められた集積所に出

してください。

〆

1’
二

＊平成6年10月から

1.老齢基礎年金の年金額が780,000円（月額65,000円） に引き上げられま

した。

2.障害基礎年金の年金額が、 1級については975,000円（月額81,250円）

に、 2級については780,000円（月額65,000円） に引き上げられました

3.遺族基礎年金の年金額が、 l人の子を有する妻の場合、 1,004,400円

（月額83,700円） に引き上げられました。

4.障害基礎年金および遺族基礎年金の加算額が、第1子および第2子につ

いては224,400円（月額18,700円） に、第3子以降については74,800円

（月額約6,233円） に引き上げられました。

5.昭和60年改正前の旧国民年金法による年金についても同様の改善が行わ

れました。

●制度改正後の年金額（月額）
、

平成元年改正

(平成元年4月）

平成5年度（ヌ

ライド率1.107)

F成6年度（ス

ライド率1.122)

F成6年度改正

平成6年10月）

老齢基礎年金

障害基礎年金(1級）

障害基礎年金(2級）

遺族基礎年金(子1人）

老齢福祉年金

55,500円

69,375円

55,50()円

71,500円

28,40()円

61,442円

76,800円

61,442円

79,150円

31,442円

62,275円

77,842円

62,275円

80,225円

31,867円

65,000円

81,250円

65,000円

83,7()()円

33,3()()円

9
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韓騨驚 》

弾
浮
溌
鐡
燕
蕊
僻
騨瀧溌

鎌

難

癖
》
認
嘩

驚議蕊灘熱蕊難 茨城県高校生海外セミナー「世界ふれあいの翼」 瓦
津
醗
墓
国
衆
国
種
誼
問

棚
谷
真
人
さ
ん
月

（
多
賀
高
等
学
校
一
一
年
・
秋
山
・
左
か
ら
三
人
目
）
１1月

職灘溌

鍵
農

；
~

爵

蕊鱗鱒鳶
左から臼井進さん(高萩)､佐々満さん(安良川)､佐藤四郎さ

ん(安良川)､台湾の育幼所長､柴田香さん(高萩)､根本鼻さん

(島名)､猿田恵子さん(安良川)､安村邦弘さん(安良川）

急湾姦認間…….茨城県胄少年相談員連絡協議会主催
11月8日(火)～11月11(金） 佐藤四郎さん

7人の市胄少年相談員が参加した台湾の研修視察で

は、 0歳から100歳までを対象に不幸を背負っている人

の世話をする広慈博愛院育幼所や非行を犯した青少年を

収容する桃園小年輔育院などを見学しました。また、現

地の冑少年相談員と吉少年のための活動について懇談す

る機会を持ち、交流を深めてきました。

台湾でも日本と同じように子どもの教育は家庭からと

「両親の教育」を強調した相談活動を進めています。こ

の視察を通して、国が違っても小さいうちからの家庭で

の道徳教育がとても大切だと、感じ取ってきました。

2日(水)～11(金）

このセミナーは、生徒会や部活動などで活躍している

県内の高校生25人で構成され、そのなかで私は‘英語ス

ピーチコンテスト出場者の中から選ばれました。私自身

は、去年、学校の短期交換留学生としてアメリカとカナ

ダを訪問していましたが、今回はまた違ったアメリカを

知る機会となりました。

学校内を警察官が警備したり、窓に張られた金網。そ

して、学生に「ドラッグ（麻薬）は簡単に手に入る。日

本人はやらないのか？」と間かれるなど、華やかに振わ

うニューヨークの違う－面を見せつけられました。この

ような体験を含め、壹菫な10日間を過ごしました。

ー

せきすい

郷塞鯉謁k唖屋無撮罰認馳蒋土濠
高萩中学校演劇部

高萩中学校の演劇部では、 11月13日旧)の文化祭で「長

久保赤水、その半生」を上演し、郷土の先人を広く紹介

しました。部員は34人で全員女性。キャストには1,2年

生、演出は3年生が担当し、 9月からけいこに入りまし

た。部員達は、 「年老いた赤水が、 自分の生い立ちを振

り返ってみんなに語りかける場面をヤマ場にした」とい

うだけあって、客席から大きな拍手を受けていました。

霧雛製蝋蕊錆婚式 ,,…”
議擬鰐駕篭撫臘這
鞭烏離職顎職飢撫燕熟
韓雛蕊隆瀧製卿報雛
霧噸繊欝罰撰蕊臘燕
ぴかけで結婚式を挙げることになりました。当日は、高萩

市国際交流協会理事長の安東義博さん夫妻が媒酌人とな

り、同協会関係者や近隣に住む中国研修生のほか、新婦の

お姉さんで東京に住んでいる塵海燕（ユ。カイエン） さん

など30人が出席して厳粛な中にもなごやかな雰囲気で行わ

れました。「とってもよい記念になりました」と新郎の周さ

ん、そして「幸せな家庭を作りたい」 と新婦の塵さん。 日

本の文化にふれ、あたたかい気持ちにふれた結婚式でした

騨蕊溌蕊簿
驚蕊 蕊鍵§議驚

溌幽識
蕊

§

ミ議
蕊驚

鍵聯
ー

鵜
蕊
欝
藤
蕊 驚蕊

…秘､ぷ鰯

蕊

淵蝋
戒鷺溌

鋳

議蕊蕊 箪鍵鍵 議灘蕊蕊鰯霧 Wif"

がL一し

鰯總輿域蚕壷醒4 ↑ｲ月20日旧｝
昨年12月に発足した青年会が中心になって結成された高

浜みこし保存会では、真新しい神輿を購入し、その初披露

を行いました｡｢これで高萩まつりにも弾みがつく。若い人

が一人でも多くまつりに参加できるようにしていきたい」

と抱負を語る会長の平子豊さん。 「元旦の初日の出と合わ

せて海に繰り出

したい」 と早く

もまつり半天に

身を包んだ会員

の意気が上がっ

ていました。織
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☆無料☆市役所恋23-2111☆

【○行政相談’

12月8日(木)と22日(洞午後1～

3時/市民相談室/15日(木)は市

民センター/鈴木清相談員/秘

書課内線251

△
一

韓顛M L"睡産Ⅱ 【○子ども(小･中学生)相談

教育委員会学校教育課冠23‐

1131

【○健康・育児相談
毎週月曜日午前9～11時/保

健センター盃24-2121

【○なん,でも食事相談｜

奇数月の第3月曜日午前10時

～午後3時／電話予約を。保

健センター盆24-2121

mことばの教室｜
高萩小学校丑23-4240

【○心配ごと相談｜

毎週木曜日午後l～3時/市

民センター壷22-5683/社会福

祉協議会内線354

【○家庭児童相談｜

毎週火曜日午後1～3時/市

民センター盆22-5683/福祉事

務所内線352

露 ,諏聴｡ ； ;; ;鐙;“戦塚,織繊簿蕊篭驚鐵簿蕊蕊
､ 《 ' , Ⅱ;『 噌 晶 亀､､齢>〕 ､響鱒輔 騨 印‘齢 '：戦騨裁漁､ ､f､<､篭<識”, 、鋼く､没 } 金

北部衛堂センタ:≦群議露董6鑓6年末年始のゴ蕊の収集

＊ゴミの収集

12月は、収集カレンダーどおり30日（金）

まで収集します。年末は大量にゴミが出ま

すので、一度に出さずに計画的に出してく

ださい。新年のゴミの収集は、 1月4日（水）

からになります。

＊自己搬入のゴミの受け付け

12月25日は日曜日ですが、平常通り受け

付けますので、午前8時30分から午後4時

までに自己搬入してください。 26日(月)から

30日(封も平常どおり受け付け、 1月は4日

(水)からになります｡

＊持ち込むときの注意

込み合いますので、手間取らないように

「燃やせるゴミ」 「燃やせないゴミ」 「資

源ゴミ」 「粗大ゴミ」 「不燃性粗大ゴミ」

の5種類に分けて、すみやかに降ろせるよ

うに積んできてください。分け方は、ゴミ

分別収集カレンダーをご覧ください。

＊収集できないもの

タイヤや廃油、大量の廃フ・ラスチックな

どの産業廃棄物は、受け付けません。処理

会社と個人契約をして処理してください。

ー

【○補装具･補聴器の巡回相談’

12月16日(金)午前9～12時/市民

センター恋22-5683/障害者手

帳とハンコを持参のこと｡/福

祉事務所内線353

【○人権相談(敬称略) ｜
相談員…北畠暢男(本町)、鈴

木廣美(上君田)､原口咲子(春

日町)､大平喜美子(本町)､岡野

邦弘(上手綱)/市民課内線221

【○障害者相談(敬称略)
身体障害者相談員…椎名修

(安良川)､郡司寅松(上手綱)、

鈴木康彦(石滝) ･精神薄弱者相

談員…沼田うた子(東本町/福

祉事務所内線353

｜｢ゴミの不法投棄防止運動」を重点目標に掲

げて活動している市民憲章推進協議会では、

11月6日(|])に会員約100人の参加で、花貫渓谷

周辺のゴミの清掃活動を行いました。ゴミは、

ダンプ3台分もあり、その多くは空き缶でし

た。みなさん、恵まれた自然を守るためにも、

ゴミの持ち帰りをお願いします。

ゴミは持ち帰りましょう。

）

1○交通事故相談…その1 1校長先生とおそうじ －－－

束小学校では、午後の清掃時間に、 2,3年生が鈴

木邦男校長先生といっしょに学校周囲の道路の清掃

をしています。学校のできごとや楽しい話を聞きな

がら15分ほどのゴミ拾いです。 「昨日も掃除したん

だけれど…」 といいながら、終わってみると2つの

バケツが空き缶や紙くずでいつぱいになります。

12月21日(洲午前10～午後3時

/市民相談室/生活環境課内線

362＊この'ﾖ以外は中央交通

事故相談所へ。平日午前9～

午後4時30分/水戸市柵町1

丁目水戸合同庁舎3階窓

0292-252803内線2370～1／

弁護士相談は毎週水曜日午後

1～3時人
口
◎総数35,394人(-22)…男17,482人(-10）

･･･女17,912人（-12）

◎11 ,347世帯（＋18)……11月1日現在です。 （ ）内は、前月比です（

【○交通事故相談･Pその2

平日午前9時30分～午後4時

40分/水戸自動車保険請求相

談センター水戸市南町3-4-

57水戸セントラルビル5階盃

0292251331/電話での相談

は丑029226 1693/弁護士相

談は毎週水曜日午後1～4時

【○司法書士相談

毎月第2水曜日(休日の場合

はその翌日)午後l～5時/各

司法書士事務所/茨城司法耆

士会恋0292250111

／ ＊社会福祉へ

高萩商事（バザー益金・54‘046円）

佐藤たみ子さん

（有明町･ベッド1台､簡易浴槽一式）

高齢者大学軽スポーツクラブ

（バザー売り上げの一部･ 10,000円）

＊香典返しの一部

大高進さん（島名･ 100,000円）

助友貞代さん（安良川･ 100,000円）

板橋良伸さん（東本町･ 50,000円）

＊日本赤十字社高萩市地区へ

松寿園（香典返しの一部･50,000円）

＊寄贈…図耆館へ

安村實さん（安良川・新耆）

羊
蜜
慰
の
燕
到
忍

〃
一
加
鯉
ｍ
Ｗ
ソ
、
承
知
″
し
〆
）
ヂ
ハ
●
ノ

11

1日

8日

'5日 |石 医院

22日｜滝川医院

29日 |高萩それいゆ病院

高萩協同病院|安良川
樋渡医院|大和町
十王医院 十王町

東本町｜狂23-1711

春日町｜狂23-3100

上手綱

B23-ll22

恋22-2202

盆32-3266

窓24-0770
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高萩支所は、有明町の海沿いにあり、高

萩市、日立市、北茨城市、十王町の3市1

町を管轄し、国民の主食である米を中心に、

麦類・雑穀の検査、買入・保管を始め、農

畜産物の安全対策などを主な業務としてい

ます。生産者のみなさんには良品質の米や

麦の出荷指導を、消費者のみなさんには多

様なニーズに応えるための品質の確保、表

示の適正化、価格と需給の安定、食料品の

安全性の点検や指導も行っています。

昨年は異常気象によるかつてない凶作で

米不足が生じましたが、今年の生産米は田

植期以降天候に恵まれて順調に成育し、近

年にない豊作となりました。品質は、全体

に良品質で出荷されましたが、一部に熱帯

夜や倒伏による乳白粒の混入と、収穫期の

「食糧行政を担う』

農林水産省

茨城食糧事務所高萩支所

▲食糧事務所の検査官による米の検査

高温多雨のため発芽粒の発生などによる品

質低下が見受けられました。今後も生産者

のみなさんには、再生産の意欲向上のため、

また消費者のみなさんには、米の安定供給

に努めていきたいと思います。

＊お米は全部正規の集荷業者へ出荷してく

ださい。

＊お米は、知事の許可を受けた信用あるお
有明町3-64-79ra23-1133

店でお買い求めください。

し尿のくみ取り 12月31日は工業に関する
統計調査の日
庶務課内線312

工業統計調査は、 「工業

の国勢調査」 ともいえるも

ので、明治42年から、毎年

12月31日現在で調査が行わ

れています。

今年もみなさんの事業所

に、県知事から任命された

調査員が、調査票の記入の

お願いに伺います。年末年

始のお忙しいところお手数

ですが、調査票に記入し、

提出くださるようご協力く

ださい。

/－○市役所の業務 職員課内線262○－、
市役所の業務は、 12月29日（水）から平成7年1月

3日（火） まで、年末年始の休みになります。ただし、

この期間中の午前8時30分から午後5時15分まで、婚

姻・出生・死亡届けに限り受け付けます。
、 ノ

花員クリーンセンター

盆22-4318

し尿のくみ取りは、早め

に次の収集会社に、直接申

し込みください。今年のし

尿の収集は、 12月30日(金)ま

でで、新年は1月5日(洞か

ら開始します。

＊高萩清掃社恋22-2653

＊飯島清掃社B22-2263

＊十王清掃 念32-5505

q1月の休みし

1日(H)～4日(水)、 8日(日)、

15日旧)、 16日(月）

ー

芦
弦
約
測
人
が
参
加
し
た
一
一
一
世
代
の
集
い
郷
土
料
理
を
紹
介
し
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日立保健所sO294-22-4188

献血感謝デー から(日立市助川町2-6-15）

心の健康相談

＊とき 12月21日、平成7

年1月11日、 18日の水

曜日

＊時間午後1時から2時。

電話予約を。

＊ところ 日立保健所

難病医療相談

＊とき平成7年1月18日

（水）午後1時から2時

＊相談内容病気、介護、

医療費なとについて。

＊ところ 日立保健所

＊相談者筑波大学の專門

医や保健婦など。

＊申込平成7年1月10日

（火）までに、住所やお名

前、電話番号、相談内

容をあらかじめ電話で

申し込み、予約を。

サンスポーツランド高萩で開かれた第1回松岡地

一区三世代の集いには、地域のみなさん約250人が参

加しました。参加者は、汗ばむようなポカポカ陽気

の中、源平合戦などのレクリエションを行い、楽

しいひとときを過ごし、昼食時のいも煮鍋にも舌鼓

を打ちました。…11月12日仕）

保健センター窓24-2121

移動献血車による献血を

行いますので、ご協力くだ

さい。

この日は、 日ごろの献ml

へのご協力に対して、その

感謝を込めてボールペンや

風船などをもれなく差しあ

げます。 さらに、献血を申

し込まれた人を対象に抽選

会を開きます。

＊とき平成7年1月6日

㈱午前10時から

午後3時まで。

＊ところ

イトーヨーカドー前

市民のみなさんから取材したシソもちや梅酢か里
らしみそ‘ トーレイもちなどの郷土料理13種類の作の

り方を写真パﾈﾙで紹介した｢里の食展｣が開かれ食
ました。また‘ 3日(木)と20日旧)にはつぼもちや展
ジューネのおはぎ、けんちん汁などの試食会を行い､と

好評でした。 ．“11月1日(州～29日(州

12



保育 f騨寡駕咀縮
『きっぱりと飲んだ

ら乗らぬ職､意趣
で交通安全を ！

年賀状は12月24

日㈱までに丘

高萩郵便局壷22-2100お子さんへ 高萩市民マラソン大会
|生活環境課i内線362 ↑
| ： ‐…; 量 ； ｜

交通事故が、全国的に増

えています。特に年末年始

は、忘年会や新年会などで

飲酒の機会が増えますが、

飲酒運転は絶対にやめてく

ださい。交通ルールを守り、

正しい交通マナーで安全運

転をお願いします。

年末年始の交通事故防止

県民運動のスローガンは、

「きっぱりと飲んだら乗

らぬ強い意志」です。重

点目標は、飲酒運転の追放、

夜間や日暮れ時の交通事故

防止、 シートベルトの着用、

違法駐車の追放で、運動期

間は、 12月10日出から平成

7年1月10日㈹です。

郵便局では、 12月15日（木）

から年賀はがきの取り扱い

を開始します。

年賀はがきを元旦にお届

けするためには、なるべく

12月24日出までにお出しく

ださい。

年賀はがきを出していた

だく際には、 「高萩市」 「茨

城県」 「その他の都道府

県」の三方面に分けて、そ

れぞれ束ねるようお願いし

ます。

今年も12月24日(土)までに

お出しいただいたみなさん

の中から、応募券により抽

選（平成7年1月中旬）で

『毛がに」の小包をプレゼ

ントします、

福祉事務所内線356

来年の4月から、保育所

（園）にはいるお子さんの

受け付けを行います。

＊受付期間平成7年1月

17日㈹から31日㈹まで

で、土・日曜日を除き

ます。

＊受付場所社会福祉係。

申請書類も社会福祉係

で交付します。

＊募集人員

スポーツ振興課丑23-1131

＊とき

平成7年1月29日旧）

＊開会式午前9時から市

民体育館前で。

＊コース市内一円

＊出場資格市内に居住、

または市内の事業所や

学校に勤務、通学して

いる人。

＊種目 2km、 5km， 1Okm

＊参加料

一般、親子、オープン

･･･ 1,500円

小・中学生、高校生

……300円

＊申込参加料を添えて平

成7年1月10日(火)まで

に市民体育館へ。ただ

し、 12月26日(月)から1

月5日(水)を除く。

ｉ
｜
Ｉ

…

◎入所・園の基準や保育料

などのお問い合わせは、

お気軽にどうぞ。

窪…溌誕

｢可

盛
り
だ
く
さ
ん
の
文
化
祭

星を見る会

歴史民俗資料館丑23-7229

＊とき平成7年1月28日出午後7時30分から9時。

＊ところ図書館東側駐車場

*募集人員30人
すばる

*観測対象昴とオリオン大星雲

*募集期間電話で12月15日(村から25日旧)までに。

こ"砲糾鼻鍵 亙舜蕊蕊鰯蕊蕊－

鐘 27団体が参加した文化祭は、俳句や写実＄山野草

ー革工芸などの展示、カラオケや尺八、剣舞などの発

表で、盛りだくさんの活動が紹介されました。また

茶会や川柳大会、短歌会などのもよおしものに挑戦

する市民のみなさんの姿も見られました。

…1 1月2日(水)～13日旧）

税務課から

家屋を壊したら届け出を 家屋の『全棟調査」
内線205

家屋の取り壊しをして、

『家屋の滅失届』を提出し

ていない人は、 12月22日（木）

までに届け出ください。

この届け出をしませんと

そのまま固定資産税がかか

ってしまいます。税務課に

備えてある 『家屋の滅失

届」の用紙に記入して、届

け出をしてください。

内線205

税務課では、市内全域の

家屋の『全棟調査」に取り

組んでいます。税務課職員

と㈱パスコ社員が伺います

ので、 よろしくお願いしま

す。不明の点は、固定資産

税係へ問い合わせください

＊12月の調査区域

高萩、島名、石滝、安良川

滑
り
を
楽
し
ん
だ
ス
ケ
ー
ト
教
室

’
市税の滞納にかかわる差し

押さえ財産（電話加入権）の

公売を行います。

＊公売予定日 12月20日(火）

差し押さえの

公売について

小学生のみなさん106人が参加したスケート教室

では、スケートの基本的な滑り方を学びました。 '|員

れないスケート靴に戸惑っていた子どもたちも、最

後の日には、広いスケートリンクの上を自由に滑れ

るようになりました。…11月12日仕) 、 19日出、 26日

仕）

内線204

’
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高萩保育所|本町3-56
秋山保育所 島名2161-1

同仁耳

聖徳保育園

松ヶ丘保育園

あおぞら備圃

碕園 高浜町2－35

安良川271

下手綱825-3

娘1111,251-1

90人

6()人

60人

1人

)人

)人



歩いてみると、加わってみると、触れてみると…。この先で得るものは、何でしょう。それは、思い

がけない出会いだったり、新しい風景だったり、新たな期待への予感だったり。このコーナーでは、

みなさんのﾒﾃｷ悪ﾗｲﾌｽﾀｲﾙづくりを応援します｡峨所窓23-2''’

坐
命必

介

新年の賀詞交換会
回輝かしい新春を迎えまして、みなさんのます

ますの健康と繁栄を慶び合う賀詞交換会を開き

ます。どなたでも参加できますので、お気軽に

申し込みください。回午前11時から回文化会館

回会費: 1,500円、 当日払い。回申込先：〒

318高萩市本町1-100市長公室秘書課へ。回申

込期間： 12月15日嗣までに、住所、お名前、職

業、勤務先、電話番号をはがきに書いて申し込

みください。回主催鷺秘書課(内線241)

1月6 呂|(金）

▲今年の名刺交

かつぱ

謀ｸﾗブのｶｰﾙｽﾓｰｷｰ石井氏初購督の映画I河童」
回開演時間：午前10時と午後1時回文化会館回茨城撮影中には、

市民のみなさんもエキストラとして出演し、穂積家住宅や朝香

神社なども撮影場所になりました。回入場料：大人1,700円

(1,400円)、学生1,400円(1,200円)、中学生1,200円、小学生

1,000円…( )は、前売り券の料金回主催：東日本映面㈱狂

029227－4447

’
一' 1月8 日(日）

回成人されるみなさんには、直接はがきで通知することに

なっていますが、市の出身の人で帰省している人や通知も

れのあった成人のみなさんも出席してください。回午前

10時から回成人を迎える人：昭和49年4月2日から昭和

50年4月1日までに生まれたみなさんです。

回主催：教育委員会生涯学習課(8231131)

第41回成人式
1月15 ｑ

今
年
の
成
人
式
の

よ
う
す

日旧）

成人の日

鞭）

‘ゴ
…~

［ 毎
４

生

草ガメの赤ちゃん誕生！

秋山幼稚園の子どもたち

に、 “ポコ” と名づけられて

かわいがられているカメの赤

ちゃんは、 10月18日生まれで

体長約3センチメートル。亀

の住む庭の草取りで土のなか

から出てきたミニトマト大の

卵を、 「カメの卵？」 と土に

戻しておいたところ、翌日、

ちっちゃなカメが発見されま

した。

今、 この赤ちゃんカメは、

砂や水などをいれた水槽で、

ゆで卵の黄身やミジンコをす

りつぶしたものを食べて、元

気に成長しています。でも、

もう冬眠期。 日立市のかみね

動物園に飼育方法を問い合わ

せたところ、 「海ガメの経験

はあるが…」 との答え。飼育

方法のわかる人は、幼稚園

(B23-2102)へご連絡を。

ー

◇プレイガイド◇

田所書店、仲屋書店、 Yショップサカモト ・高萩インター

店、 コミュニティストア上島名ねもと．高浜やおけん．川

上かねこ （-'一王） 、 ピアノマート （磯原） 、 ｜]立市民会

館、 ’三|立シビックセンター、文化会館(823-7411)

▲ …濤鞠;；捧蟻

先生の手のそばにいるのが

赤ちゃんです。

l4



あなたの る る する弗

障
▲
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回午後2時開演回入場：無料回文化会館

回間合先：高萩高校(a22-3161)
12月17日仕） 一卜コン

鉦月b鵬づくり蝋学習鷺霞鴎卿蝋職鴬職懸憾

第43回市民駅伝競争大会：繍剛到愚黒駕可〃河一円12月18 呂|旧）

ピアノ
一

＝回午後1時開演回入場：無料回文化会館回佐川ピアノ教室主催

小学生人権害道優秀作品展堅罐需鴛無臓
象に募集した書道作品186点を展示します。高萩市内の各小学校からは506点の応募があり、

そのうち28点が展示されます。回会場：ボンベルタ伊勢甚日立店（市民ホール）回主催： 日立
人権擁護委員協議会回間合先：市民課(内線221)

､ー

12月19 25呂|快)～ 日(日）

親子スキー教室：澪割騨繊鷲甥穂嘉鰯:'鮎ﾄ
(子は小学生以上）回募集人員: 20組(40人）回受講料：親子で25,000円回申込: 12月6日（火）

から16日㈱までに受講料を添えて市民体育館（丑23-2552）へ。回主催：スポーツ振興課（狂
231131)

平成7年

1月4日(水)～5 目|(木）

E

第19回高萩市民バドミントン大会第19回老人クロッケー大会
◇10月30日 （日）

◇市民体育館

◇参加：44チーム88人

◇11月1日（火）

◇市営野球場

◇参加：

25クラブ50チーム

優勝

朝香クラブﾞ

準優勝

高戸クラブ

第3位

秋山下長寿会

不

(敬称略）

女子 1 部

畑野美穂・片岡知幸組

亘
~優~塗」
~塗睡を」
第3位’

女子 2 部

田中弘子･三浦紀子組

菊池泰子･磯野ゆかり組

有馬幸子・磯野節子組

第8回ゲートポール大会
第18回珂北高等学校バレーボール大会
11月3日附、 4日（金）◇市民体育館

◇11月25日（金）

◇高浜運動広場

優勝山手クラブ

準優勝秋山下長寿会

第3位はまなす会B

開
優

勝田工

第 3 位

日立第一高等学校日立工業高等学校
磯原高等学校｜ 日立女子高等学校

勝 準優勝
勝田高等学校
日立第二高等学校|女子旧立商業高等学校’

取 〃
材J
ノ私が満1歳の時に高萩市が誕生。まちそのものの歴史が自

伽: ､分史のように思えます。私自身の成長はまちの成長と重な

よ』句あって今日を迎えています｡孔子□《 ｢四十にLて惑わ
ら！『:"ず」 。何事をするにもしっかりした考えとゆるぎない展望

‘ をもって進めていかなければならない年代ですね。……茂

米米クラブのカールスモーキー石井監督の映画『河童」の

試写会が、 11月に東京で開かれました。穂積家や朝香神社

などが撮影場所になり、鑑賞させていただきました。市民

のみなさんのエキストラも、なかなかでした。お正月にゆ

っくりと文化会館で楽しまれてはいかがですか。 ． ．…･ヒロ
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優勝

準優勝

第3位

女子高校生

福田智美･我妻幸子組

鈴木美津子･林久美子組

堀江めぐみ･仲島麻希組

優

準優勝

第3位

高沢久美子･渡辺紀子組

池上晶子･大高直美組

訂～
訂～

優勝

準優勝

第3

男子高校生

井坂公一・大金寿和組

岡部正樹・加藤正寿組

安西光･沼田隆利組

~～
面～

優勝

準優勝

男子 1 部

高沢宏充・蔀克文組

原洋一・堀昭則組

第3位 可田徹・渡辺博之組
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三
さ
ん

リピンのパナイ島から
マガ ン ター ﾝ ﾊ ボ ン

, MAGANDANGHABON

（こんにちは）

若目田ジェニファーさん（写真左）と
かずき

ご主人の富士夫さんと－貴ちゃん（安

良川）
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宅亭誼

｡
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専
亙

悪蕊
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嚢

や風景は、どこへ行ってもきれい」

日本語を話すジェニファーさんは、

半になります｡ 日課は、いたずらざ

一貴ちゃんの世話と、衛星放送で流

フィリピンの様子や天候を見ること

プても雨量が段違いに多いし、地震

が必要なの」と、 ときどき国際電話

「日本の建物

と、 じょうずな

日本に来て2年半になり
鵜

かりの1歳半の

れるニュースで

です｡ 「雨とい竃

や火1l｣にも注意
八
千
代
お
こ
し
。
「
変
わ
ら
ぬ
風
味
と
味
わ
い
、
そ
し
て
安
定
し
た

品
質
を
お
届
け
し
た
い
」
と
沼
野
さ
ん
。
ま
た
、
〃
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の
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厳
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蕊
や
“
は
な
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き
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レ
‐
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な
ど
高
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に
ち
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ん
だ
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詳
鍔
蕊
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長
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し
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し
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京
千
菓
子
の
伝
統
の
製
菓
技
法
を
、
今
に
引
き
継
い
だ
ま
る
や
か
な
味
の

で家族の安否を確認しています《

親兄弟と離れている寂しさもあるようですが、

|司じように市内 に住んでいる友達もいて、集

は故郷の話題に花が咲きます。
キ ー

まつ（ｰ

。 「日本料理はおいしいけど、だめなの

が納豆とワサビ･ もちをココナツミル

クで煮た料理が食べたいわ」と、甘 、<

毒‘
味のある料理を懐かしがるジェニ

ファーさんが作る、モロ （うど

んのようなもの） と魚や野菜

で作るフィリピン料理のス
霧誌一う°はご主人に好評です。
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自由を表す太陽の8つの光の筋

は､独立革命に決起した8州を表
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の
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す
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｝
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16な風景をお寄せください。秘書課盆23-2111内線252蝋


